
川崎市中央卸売市場北部市場

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

2021年数量 6,813 6,569 6,733 7,332 6,705 6,238 6,801 6,813 7,135 6,931 6,628 6,806

2022年数量 6,404 6,048 6,386 6,451 6,249 5,958 5,770 6,314 7,061 7,138

2021年平均単価 239 221 228 225 246 268 230 242 278 214 218 233

2022年平均単価 247 259 266 272 275 279 258 265 261 242
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平均単価（円/kg）取扱数量（トン）
【野菜】

１０月の野菜類は、夏秋産地の切り上りが早く、秋冬産地への切り替えが上手くいかない品目が多かった。果菜

類・人参等が前年を大きく上回る価格となったため平均単価は高く推移しました。数量はやや増加しました。

前年比数量 １０３％、単価 １１３％で終了しました。

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

2021年数量 1,518 1,589 1,228 999 1,130 1,127 1,589 1,376 1,182 1,314 1,772 2,232

2022年数量 1,409 1,550 1,234 889 974 1,121 1,514 1,353 1,243 1,479

2021年平均単価 427 428 502 483 429 435 428 531 451 353 361 413

2022年平均単価 463 448 513 540 475 498 457 517 455 371
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平均価格（円／kg）取扱数量（トン） 【果実】

１０月の果実類は、柿類、梨類が前年より多く入荷する結果となり、葡萄の産地リレーも順調に進んだため数量

はやや増加しました。 平均単価については、前年並みで推移しました。

前年比数量 １０５．２％、単価 １００．９％で終了しました。

令和４年(2022年)10月 青果部 種類別市況


